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｢ぐるっと生瀬｣運行協議会 

 

 

地域コミュニティ交通「ぐるっと生瀬」本格運行について 
 

 この度、生瀬地区を巡るコミュニティ交通｢ぐるっと生瀬｣が本格運行することになりました。

現在、10月 1日の運行開始に向け、国に許可申請手続き中です。 

 

記 

 

１．本事業の特色 

    全国的な例として地域交通の運営には行政主体、行政と住民が半々、住民主体の３通

りが考えられるが、本事業は行政に赤字補てん等の支援は受けるものの、計画から運営

まで地域が主体となって進めてきた。 

    ９年間に及ぶ調査研究、試験運行を重ねながら、住民の目線で、背丈にあった運行計

画を準備してきた。 

    本事業は単に交通困難の対策だけでなく、人がつながる、各自治会がつながることに

よって、生瀬地域の町全体が活性化することも目的の一つとしてきた。 

 

２．経緯 

・平成１８年に生瀬地区自治会連絡協議会がコミュニティバス導入の要望書を西宮市に提出。 

・平成２１年に青葉台にて無料運行を４か月間実施。 

・平成２３年１２月に生瀬地区自治会連絡協議会に「生瀬住民のお出かけの足を考える諮問

会議」を発足、５自治会が参加。 

・平成２４年１０月に５日間の無料試験運行を実施、７２０人が利用。 

 ・平成２５年４月に「ぐるっと生瀬」運行協議会（準備会）を発足、９自治会及び関係諸団

体が参加。 

・平成２６年３月に１ケ月（２０日間）の有料試験運行を実施、８６６人が利用。 

・平成２６年１０月から半年間（１１９日間）の有料試験運行を実施、７，９５４人が利用。 

 ・平成２７年５月「ぐるっと生瀬」運行協議会を発足、９自治会及び関係諸団体が参加。 

 

３．事業の目標 

  ①生瀬における交通困難問題を解消する 

   高齢者はもとより世代を超えて誰もが気軽に、安心して利用できる手段とする 

  ②生瀬地域における新たなコミュニティづくりと地域の活性化を図る 

   人や地域（自治会等）をつなぐ生瀬の新たな町づくりのモデルとする 

  ③上記のことを達成するために９自治会及び関係諸団体がともに連携・協働して行う 

   各地域のニーズ、利便性と採算性も重視しながら安定した運営を行う 



 

４．計画・運営主体  「ぐるっと生瀬」運行協議会 

 

５．運行主体（委託先） 阪急タクシー株式会社 

 

６．運行計画   

  ①運行    平成２７年１０月１日（木）より開始（予定） 

          ＊土日祝祭日、正月３ケ日は運休（年末は運行） 

  ②使用車両  １４人乗り小型バス（コミューター）１台 

          ＊当面は１０人乗りジャンボタクシー 

  ③路線    阪急・ＪＲ宝塚駅を起終点とし、生瀬高台、宝生が丘、青葉台、花の峯、

サーパスの５地区を循環 

  ④便数    各地区５便／日（うちサーパスは２便／日） 計２０便／日 

  ⑤運賃    大人(中学生以上)３００円、小人(小学生)２００円、小学生未満は無料 

          ＊回数券１１枚綴りが３０００円（中学生以上のみ） 

          ＊市の高齢者交通助成割引購入証が適用 

  ⑥目標    収支比率１００％を目指す（自立した地域交通を目指す）。 

          １年目 １日当たり利用者数 ７０人 

          ２年目           ８５人 

          ３年目          １００人 

７．啓発 

  ①利用促進 

・機関紙（ぐるっと生瀬でＧＯ）を２ケ月毎に発行 

・ＨＰを開設 

・幼稚園、小学校、中学校と連携 

・地域説明会、交通懇談会の開催 

・地域の行事（盆踊り、敬老会、文化祭など）に参加 

・マスコミ（新聞、テレビ等）への資料提供 

   

  ②広告、寄付金の募集 

   ・時刻表やバス車体に広告を掲載し、運行収入の確保を図る。 

   ・企業、団体、個人の地域交通に対する協力参加を求める。 

 

８．その他 

  ①運行開始式（９月２７日（日）） 生瀬皇太神社で１０時より 

   ＊運行の安全と事業の継続を祈願 

   ＊西宮市長、運行事業者、自治会、地域団体、事業協力者等が出席。 

     

②住民の声 

  ＊試験運行、本格運行についての感想 

   ・長年の願いが叶い夢のようだ。 

   ・同じ地域（自治会）の目と鼻の先に住んでいるのに会う機会がなかった。 



    試験運行が始まって２年ぶりに再会できて、こんなに嬉しいことはない。 

   ・朝の会話で「ぐるっと生瀬」が話題になることが多い。 

   ・本格運行になれば公共交通機関の定期も買わずに済むし、高齢者が運転免 

許証を返納すると言っている。 

   ・生瀬に住んで２６年になるが隣の地域に行ったことがなかった。これから機会があれ

ば訪ねてみたい。 

   ・武庫川を挟んで両丘陵に住んでいた人たちが、互いに距離が近くなったと 

喜んでいる。 

   ・空き家を見に来た客が「ぐるっと生瀬」が定期的に運行するから車のことは心配いら

ないと喜んでいた。不動産業者がセールスポイントにしているようだ。 

 

９．問い合わせ先 

  ＜計画・運営に関すること＞ 

｢ぐるっと生瀬｣運行協議会 担当：石原（事務局長） 電話：090-8653-2273 

  ＜運行に関すること＞ 

    阪急タクシー株式会社   担当：花田（営業企画室）電話：070-5342-0870 

 


